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（要旨） 

 細胞を観る、読む、測ることを考える。観るのは形態であり主に形態学、読むのは核酸

の情報であり主に分子生物学、測るのは酵素活性や質量であり主に生化学から、古典的に

はアプローチされてきた。しかし細胞システムを捉え理解するためには、それらは将来統

合されるべきものではないだろうか。そうした発想から、演者らは質量分析によって細胞

を“測る“ことを二次元化することでメタボローム、リピドーム、プロテオームの分布を

組織レベルで“観る”方法を開発してきた。この手法は質量顕微鏡法と呼ばれるようにな

り、病理組織検査等に広く臨床応用されるようになっている。近年解像度が上がり、組織

内で一細胞レベルの解析も可能になりつつある。その莫大なデータから統計物理学的手法

で情報量を“読む”ことにもさらに挑戦しているのでこの機会に発表議論したい。 
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